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2023年（令和 5 年）11月5日

広報こまつしま

《今月は、市県民税３期分、後期高齢者医療保険料４期分、国民健康保険税・介護
保険料５期分の納付月です。》 忘れずに納期限内に納めましょう。市税の納付は、
確実・安心・便利な口座振替をご利用ください。


